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11/3　第270回　経営者モーニングセミナー（22社22名）　 12月 1日（土） 経営者モーニングセミナー

テーマ： 「起業物語」 テーマ： 「学校と企業との生き残り戦略」

講　師： 浦山　隆　氏（浦山経営事務所/代表） 講　師： 　槇　誠司　氏

12月 1日（土）山形県倫理法人会役職者研修

場　所： 「仙渓園　月岡ホテル」（上山市）

役職者研修　16:00～17:30

忘　年　会  　17:45～19:30　(3,500円）

12月 2日（日） 理事長特別モーニングセミナー

テーマ： 「夢かぎりなく2018　Part」

11/10　第271回　経営者モーニングセミナー（28社28名） 講　師： 　丸山 敏秋　氏

テーマ： 「父と私、倫理経営塾」
講　師： 松田 義和　氏（天童市/ＭＳ委員長　松田農園） 12月　4日（火） 北村山「クリスマスパーティー」

内　容： 「石亭小松さんのクリスマスパーティー」

会　場： 東根市　「石亭　小松」さん

会　費： 7,000円　時　間：18：30～

12月 8日（土） 経営者モーニングセミナー

テーマ： 「教え、教わり45年　出会い、感謝」

講　師： 　渋谷 良弥　氏

11/17　第272回　経営者モーニングセミナー（21社21名） 12月　8日（土） 「クリスマスとイタリアンの夕べ」

テーマ： 「実践力を養う」 内　容： 「イタリアンと家族クリスマスパーティー」

講　師： 坂元 一成　氏（倫理研究所法人局　北海道・東北方面担当研究員） 会　場： 東根市　「ペコリーノ・スペリオーレ」さん

会　費： 4,500円　時　間：18：00～

12月11日（火） 12月度北村山役員会

内　容： 「年末年始のMS、各委員会の開催依頼について」

会　場： 東根市　「ペコリーノ・スペリオーレ」さん

会　費： 500円　時　間:12:00～13:00

12月15日（土） 経営者モーニングセミナー

テーマ： 「3代目の決意。山形県倫理経営塾を通して」

11/24　第273回　経営者モーニングセミナー（25社26名） 講　師： 　佐藤 宏太　氏

テーマ： 「テレワークの活用～人材不足を解決する新しい働かせ方」
講　師： 齋藤 博美　氏（山形市中央/会員　ダブルインフィニティコーディネート/代表） 12月15日（土） 温泉 DE ヨガ in 北村山

内　容： ゆうきさおりさんによるヨガ講座

会　場： 東根温泉「民謡の宿あづまや」

会　費： 2,500円　時　間：8:30～9:30

12月22日（土） 経営者モーニングセミナー

テーマ： 「私の事業チャンスの見つけ方」

講　師： 　清水 昭則　氏

12月29日（土） 経営者モーニングセミナー

㈱エクセレントセキュリティー（静岡県）
さん

北村山倫理法人会会報 平成30年12月号

～12月の行事予定～

　　北村山倫理法人会　　【事務局】山形県東根市温泉町1-2-2　　TEL.0237-41-2041　 FAX.0237-41-2042

11月度経営者モーニングセミナー報告　(96社97名参加)

ご入会ありがとうございます！

北村山倫理法人会は地域の“寺子屋”です！

講師　一般社団法人倫理研究所法人局　北海道・東北方面担当研究員　坂元 一成　氏

11/16　倫理経営基礎講座「第25講　自他共尊の生き方」

筆者：副専任幹事　白井健道　

筆者：普及拡大委員長　奥山康博　 良いお年を！

湯山 勝則　様　(H30年11月入会）

（北村山/広報委員長　㈱ファンファン/代表取締役）

休会

（大掃除）

（山形県立村山産業高校/校長）

（倫理研究所/理事長）

新入会員

筆者：会長　奥山浩哉　

筆者：会長　奥山浩哉　

筆者：相談役　早坂幸起　

（元　日大山形高校野球部監督）

（天童市/青年委員長　㈲東京貴紘　アトリエジェムカフェ）

世代間の価値観の違いの分水嶺は1970年（大阪万博やよど号事

件の年）であり、若者の過激な行動が終焉したのもこの頃で核家族

もこの頃から一般的になる。これらの価値観の違いを知ること、認識

することが大事。経営者は教育者（教育者の資質が必要）でなけ

ればならない。そして最後にいただいた言葉が「子の親になる前に、

親の子になれ」という言葉がじんと胸に響きました。 

 「テレワークの活用」というテーマながら、導入のすすめではなく、テ

レワーク導入手法の活用が、意識改革、社内業務のICT化、外部

人材活用などの土壌を培い、人材不足を解消する新しい「働かせ

方」の実現や様々な課題解決につながる、という内容でした。また、

将来の人材育成のため、小学生へのプログラミング教育の実践もさ

れています。 

 県立農業大学校を卒業後、２年の社会人生活を経て平成２０年に

就農。家族と、酪農と果樹の混合型農業の経営を始めるも、父親と

の壮絶な確執もあり、自身で果樹部門を独立させる。平成３０年に天

童市倫理法人会に入会し、山形県倫理経営塾の１期生となる。当

時の安藤会長の言葉に背中を押され、父親との関係修復をしようと

“親に従え！”の実践努力！卒塾するころには自分自身が変わって

いた！ 

 大学を卒業し希望の会社に就職したときは、定年までに勤め上げ

るつもりでいたが、子供の喘息を機に郷里に戻る。しかし山形での

就活は楽ではなかった、二年越しの面談通いのかいあって３度目

の転職に成功。定年後に経営事務所を開設する。県の技術アド

バイザーなどを経て現在８０歳。今も、県内はもとより、岩手の企業

からの依頼もある。氏の営業や経営者としての経験が、多くの顧客

の信頼を得ている源泉だと知りました。 

 自分を尊重する理由は２つ①自分はこの宇宙でたった一つの生き物であるから②自分の生命、この肉体や精神には親祖先

の生命が入り込んでいるからである。２８代まで遡ると１億人以上の祖先が関わり、その誰が欠けても今の自分はいない。同じ人

はいない、唯一の存在である。自分の尊さを知らない人は他人の尊さもわからない。他人を変えようとしているのは自分よりも下に

見ていることで偉ぶると同じ。自分を尊ぶと偉ぶるのは異なる。自分の物は粗末にするが他人の物は大切にするが我が子は自

分のものだろうか、授かりものというではないか。自他共尊の行き着く先は地球平和と他国家民族と共存共栄である。学んでい

る倫理と道徳の違いや八戸市倫理法人会横戸会長の紹介もあり学びの多い基礎講座でした。 


